
山田みやこの活動報告

令和2年8月6日(木)

栃木県地方議会女性議員連盟研修会
「女性・ジェンダーの視点での避難所・避難生活を考える」

講師 減災と男女共同参画推進センター浅野幸子氏

◦新型コロナウィルス流行下の災害対策
地震・火災・洪水・土砂災害等、従来の災害＋強化
・上乗せ。
大きな避難所に駆け込んでも感染リスクが高まる、
できるだけ分散非難をする。個人備蓄と地域の協力
体制(行政と市民)

◦熊本地震での関連死は直接死の約４倍。

◦災害時のトイレ問題は深刻な影響を与える可能性が
あるため、素早い対応と的確な対策が必要。

◦性別や立場による避難所生活上の問題はトイレ衛生
・プライバシー・安全。個別性配慮が必要なため女
性視点での子育て・介護・外国人・障がい者などの
ニーズに届くようにする。要配慮者の困難は日常の
地域福祉対策と地元ボランティア・自治界の連携。

◦国の「防災基本計画」では、政策・方針決定過程と
現場において女性・高齢者・障がい者の参画と、男
女のニーズの違いに十分配慮することに努める。

◦2020年男女共同参画の視点からの防災・復興がガイ
ドライン(新設)策定

〈７つの基本方針〉

①平時から男女共同参画が基本

②女性は「主体的な担い手」

③災害から受ける影響やニーズの男女の違いに配慮

④人権を尊重して安全・安心を確保

⑤女性の視点から連携・協働

⑥男女共同参画担当局・男女共同参画センターの役
割を位置付ける

⑦要配慮者への対応においても女性のニーズに配慮


